
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検討協議会・勉強会が約4年間かけて検討して

きた「まちづくり構想」が完成しました。 

この構想に基づくまちづくりを、これから葛飾

区と協力して進めていくために、４月初旬に、葛

飾区長へ提案する予定です。 

 

「「堀堀切切地地区区ままちちづづくくりり構構想想」」がが完完成成ししままししたた！！  

発行：堀切地区まちづくり検討協議会

●４４月月初初旬旬にに葛葛飾飾区区長長へへ提提案案ししまますす 

構想の完成を最終確認した、今年度最後の検討

協議会・勉強会（合同会議）の様子（3/15） 

●構構想想のの実実現現にに向向けけてて、、４４月月かからら具具体体ののままちちづづくくりり活活動動をを開開始始ししまますす！！ 

４月からは、この構想を実現していくために、具体のまちづくり

活動を本格的に開始します。当面の主な活動は以下の通りです。 

《平成22年度からの活動》 

○地域主体で具体のまちづくりに取り組む体制を確立するために！ 

→まちづくり検討協議会あらため、 

まちづくり推進協議会として活動を再スタート！ 

○堀切地区を、「暮らし続けたい、活気あるまち」にするために！ 

→地区全体を対象に地域活性化モデルプロジェクトの検討・実施 

○堀切地区を、災害に強いまちにするために！ 

→「堀切型防災まちづくり」の計画の作成 

（堀切二丁目周辺地区をモデルに） 

○橋梁架替事業を、住民とまちにとって実りあるものにするために！ 

→堀切四丁目地区のまちづくり計画の作成 

平成 22年度から、地区全体の活性化、二丁目周辺をモデルとした防災まち

づくり、四丁目地区のまちづくり、に一緒に取り組む方を募集しています。参加

希望の方は裏面下の連絡先まで、ぜひご連絡ください！ 

大募集 
！！ 

４月から始まる具体のまちづくり活動に 

一緒に取り組みませんか？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀切の防災まちづくりについて 

堀切の地域活性化まちづくりについて 

「「堀堀切切地地区区ままちちづづくくりり構構想想にに関関すするる懇懇談談会会」」のの開開催催報報告告！！！！  
【【主主催催】】  堀堀切切地地区区ままちちづづくくりり検検討討協協議議会会・・勉勉強強会会  

 

この懇談会は、構想（案）をより多くの方々にご紹介し、構想を知っていただくとともに、内容

に関して意見交換する目的で開催しました。いただいたご意見は、構想に盛り込まれています。 

２月２１日、２７日の両日に、堀切地区の８町

会区域・計６回の懇談会を開催し、総勢１０７名

の方にご参加いただきました！ 

当日いただいた主なご意見をご紹介します！ 

堀切の橋梁架替の機会を活かしたまちづくりについて 

構想の実現に向けた取り組みについて 

～堀切地区のまちづくりに関する問い合わせは、以下にお願い致します～ 

堀切地区まちづくり検討協議会 事務局
葛飾区 都市整備部 街づくり推進課（加藤、石田、浅野）

代表 03-3695-1111（内線2508） 

直通 03-5654-8391 

■構想に基づきまちづくりを進めるためにPRが必要。若い人も意見交換できる場づくりを！ 

○住民が協力して、話し合いに参加しやすい場づくりをし、参加者がもっと増えるようにしたい。 

○若い住民も自分のまちに目を向けて欲しい。将来の堀切を担う中高生の意見も取り入れたい。 

○構想によるまちの将来像が地域で共有できれば、まちづくり活動の方向性がぶれずに活動ができる。すぐ

にできることは実行しながらも、まちの将来像を振り返りながら、進んでいければ良い。 

 

■堀切にとっての活性化とは 

○何世代も住み続けられることが活性化したまち。一時的に人が集まっても活性化とは言えない。 

■堀切では、福祉も重要なまちづくりのテーマ 

○子育て支援、医療・介護の充実、高齢者が集まれる場づくり、なども重要なテーマ。 

○車椅子を利用している人など障害のある人のことも考えたまちづくりが大切。 

■若い人が住める、住みたいまちへ！ 

○堀切は、高齢者にとって住みやすい。堀切を離れた人が所帯を持ち戻って来たくても住む所がないと聞く。

高齢者も若い人も住みやすいまちづくりが必要。 

■かつて、まちにあった水路を地域の魅力として活かしたい！荒川土手の魅力を活かしたい！ 

○水路跡地は、防災面と活性化面で貴重な資源なので活かしたい。 

○荒川の水辺空間は、荒川に面した地域だけが持つ特権。整備し過ぎず、自然に親しめる雰囲気が良い。 

■商店街の活性化に向けて！ 

○これからは、商店街を地域のインフラとして捉え、その活性化を地域一丸で考えていくことが大切。 

○駅を中心としたまちづくりのためには、どうしたらよいのか考えたい。 

 

■防災の拠点づくりと、拠点をつなぐ防災ネットワークづくりが大切！ 

○堀小周辺の道路など、緊急車両が通れて、避難路になるように、学校避難所と道のつながりの確保が大切。

○密集している雰囲気を残して、災害に強くする堀切型防災まちづくりのモデルづくりがよい。 

 

■橋梁事業をまちづくりの視点で考え、伝えていくことで実りある事業に！ 

○地域のまちづくり意向を整理して事業の関係主体に伝えていくことで実現できることがあるかもしれな

い。 

○事業で生まれる高架下空間は、まちの発展につながる活用がよい。 

○土盛りが残るとまちが分断されてしまうので、ぜひ全て高架になるような検討を進めて欲しい。 


